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特 集 	� 飛翔！光技術の宇宙応用
	 28	■	宇宙で実用化される光学技術
	 		 国立研究開発法人理化学研究所　和田智之

	 31	■	超小型衛星と衛星搭載型小型光学センサー
	 		 北海道大学　高橋幸弘

	 35	■	超高強度レーザー場を用いた宇宙暗黒場探索の展望
	 		 広島大学　本間謙輔

	 40	■	�レーザーアブレーションによる宇宙デブリ脱軌道	
平和で安全な宇宙を次世代に

	 		 国立研究開発法人理化学研究所　戎崎俊一，和田智之

	 44	■	宇宙太陽光エネルギーの無線伝送
	 		 光産業創成大学院大学　藤田和久

	 50	■	ライダーを用いた宇宙からの地球観測
	 		 国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構　境澤大亮

	 56	■	宇宙における光学計測システムの歴史
	 		 国立研究開発法人理化学研究所　津野克彦

	 64	■	光衛星通信の研究開発動向
	 		 国立研究開発法人情報通信研究機構　豊嶋守生

赤外線の手引き

	 75	■	�非冷却赤外線イメージセンサとカメラの最近の話題
	 		 立命館大学　木股雅章

	 78	■	�非冷却遠赤外線イメージング市場は本格勝負の時	
─自動走行，Automation化，新規市場創造など─

	 		 ㈱テクノ・システム・リサーチ　高澤里美

	 83	■	�DCS2016に見る宇宙防衛分野での赤外線技術の利用動向
	 		 オプティワ㈱　岩越尚樹

Interview

	 121	■	�光を素材として扱い，陰影を与えて空間や物体の魅力を高める
	 		 照明デザイナー　Tokyo Lighting Design LLC代表　矢野大輔

連 載

	 150	■	よく分かる光学機器入門	
	 		第4回　内視鏡
	 		 チームオプト㈱　槌田博文

	 158	■	ひかり発見	
	 		第19回　ミラーⅠ
	 		 ㈱オプト・イーカレッジ　河合　滋

シリーズ

	 162	■	ドレスト光子が切り拓く革新的光技術	
	 		第4回　�パテントマップでみるドレスト光子工学の技術動向
	 		 ミノル国際特許事務所　安彦　元
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【From Editor's】
6月13日に，ImPACTプログラム「ユビキタス・パワーレーザーによ
る安全・安心・長寿社会の実現」の第2回シンポジウムが開催され，
参加しました。
ImPACTの目的は「イノベーションに最も適した国」「起業，創業の
精神に満ち溢れた国」の実現という究極的なものです。現在，16件の
プログラムが展開されていますが，今回はそのうちの一つのシンポジ
ウムです。
研究開発がスタートして3年が経過したわけですが，当初予定していた
計画よりも前倒しで成果が上っていると，その成果が発表されました。
このプログラムでは，超小型化をキーワードとするX線自由電子レー
ザー（XFEL）と高出力パワーレーザーの開発を目指しています。
XFELに関しては，トレーラーに載せられるほどの小型化を目指すと
しています。
これが実現すれば，移動型のXFELが可能になります。今回のシンポ
ジウムでは，レーザーによる安定した電子ビームの発生と磁石周期4 
mmの超小型アンジュレータ技術の確立に成功したことが報告され，
平成30年頃を予定していたレーザー加速によるX線ビーム発生試験
を，今年度中にも開始すると発表されました。
一方，超小型高出力パワーレーザーではマイクロチップレーザーとデ
スクトップ型レーザーを開発中です。また，これらのレーザーを応用
するアプリケーション開発もスタートしています。
強く求められているのはレーザー開発だけでなく，社会実装です。想
定されている応用はいくつも挙げられていますが，レーザーを利用す
るユーザーニーズを吸い上げ，新たなイノベーションを追求し，産業
につなげていくことが重要とされています。プログラムは残り3年と
折り返し地点ということですが，今後の開発の行方に注目です。

読者の皆様へ：DM代行サービスについて
弊社では，広告主のご依頼のもと，DM（ダイレクトメール）を用いて広告情報をご購読者の皆様にお届け
するDM代行サービスを行なっております。本サービスは，広告主からお預かりしたDM資材を，弊社管理
のもとで封入，封緘，発送するものですが，弊社では本サービスを個人情報保護の観点に基づいて行なって
おりますので，ご購読者の皆様のお名前やご所属，ご住所等，個人情報が外部に漏れることは一切ありませ
ん。また，DMによる広告情報配布を希望されない場合は，大変お手数ではございますが，個人ID番号（封
筒のラベルの下に明記），氏名，会社名，住所をご明記の上，ファックスにてその旨，弊社販売部までお知
らせ下さい。DM中止手続きを取らせていただきます。

フォトニクス ワールドマーケット＆トレンド
137	■	�赤外光検出器および画像化システム市場

2020年には71億8400万ドルの規模に
㈱グローバルインフォメーション　常岡理恵

135	■	光業界トピックス
 ・�産総研と東大，OPERANDO-OIL設立を発表

136	■	Webジャーナル　ニュースランキング
143	■	Close Up
177	■	CALENDAR
178	■	EVENT
179	■	PRODUCTS INFORMATION

コラム

167	■	ひかりがたり
第40話　光の旅はどんな旅？
月谷昌之介

168	■	発明・特許のこぼれ話
第103回　環境発電
友野国際特許事務所　鴫原正義

170	■	アナザーアングル
vol.31　これからの「ものづくり」
編集顧問　川尻多加志

Photo-Tech News & Report
128	■	�世界初の紫外域から近赤外まで1台で動作する空間光位相変調器

─京都光技術研究会に参画する5社が共同開発
129	■	�「熟成した8K」の開発に移行するNHK放送技術研究所
132	■	�重要度を増す光技術─自動車産業分野を巡る注目の製品

■ 次号（2016年8月号）の特集予定
特 集「ここまでできる！非線形光学によるバイオイメージング」

（敬称略）
・総論

筑波大学　加納英明
・二光子蛍光による脳の深部観察

北海道大学　根本知己
・超解像顕微鏡

オリンパス㈱　池滝慶記
・第二高調波顕微鏡の細胞生物学研究への応用

慶應義塾大学　塗谷睦生
・SPOMNOMを用いた生体深部観察

理化学研究所　磯部圭佑
・生体組織のラベルフリー・イメージング

筑波大学　秋山敏宏

（都合により，タイトルなどに変更のある場合があります。）

■便利で・確実な予約購読システムをぜひご利用下さい。
年間購読料	 1年（12冊）	 11,880円	（税・送料込）

3年（36冊）	 27,000円	（税・送料込）
単体価格	 （1冊）	 1,080円	（税込・送料別）

今月号の「USA Today」，「若手研究者の挑戦」は著者の都合に
よりお休み致します。
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■赤色レーザー・シート光源「DPRLu-5W」

㈱日本レーザー レーザー機器部
TEL 03-5285-0863　FAX 03-5285-0860
E-mail: piv@japanlaser.co.jp
http://www.japanlaser.co.jp

■日本レーザーは赤色可視化光源「DPRLu-5W」の販売を開始した。均一な反射率を特長とし，既存
モデルの緑色レーザーに比べて，トレーサー粒子の濃度ムラや粒径の大小による反射率の差を抑え，
粒子映像密度が高く均一なコントラストの画像を撮影することができる。これにより，濃度ムラに
よる模様や低密度部分での PIVベクトル・エラーを抑制する。また緑光ではハレーション現象により，
境界付近の観察やPIV解析が困難であったが，ブロードバンド赤色光は鏡面反射や乱反射が低く，境
界ギリギリまで可視化できる。主な仕様は発振モード：CW出力可変（連続発光）/パルス発振対応（ス
トラドリング撮影対応），波長：640 nm（中心波長），冷却方式：空冷，動作電圧：100 V/1 A。

■赤外顕微鏡「AIM-9000」

㈱島津製作所 分析計測事業部 グローバルマーケティング部  
マーケティングコミュニケーショングループ
TEL 075-823-1468　FAX 075-841-9325
http://www.shimadzu.co.jp

■島津製作所は，30,000：1のS/N比での測定を可能とし，測定対象を20箇所まで自動認識す
る機能などを搭載して大幅な自動化を実現した赤外顕微鏡「AIM-9000」の販売を開始した。“簡
単”かつ“自動”で微小な異物を測定できることを開発の軸としており，広視野カメラ（オプ
ション）による容易な測定範囲の決定や測定対象の自動認識，測定領域（アパーチャ）の自動
設定などが新たに可能になったことに加え，ソフトウェアに標準搭載している異物解析プログ
ラムによって未知サンプルを素早く同定できる。また，同社従来製品の5倍となるS/N比を実
現しており，極めて高い感度で測定を行なえる。価格は725万円（ソフトウェア込み，税別）。

■�大口径液晶偏光プリズム

㈱ダウ TEL 042-721-2791　FAX 042-721-2795
E-mail: dhow@hi-ho.ne.jp
http://www.hi-ho.ne.jp/dhow/

■ダウはロシアC-Tech社の大口径液晶偏光プリズムを取り扱っている。入出力射面がシリ
カガラスで液晶を挟み込んだ構造で，シリカガラス面を大きく（>40×40 mm）でき，液晶
のレーザー損傷閾値が4－6 GW/cm2もあるため，大口径ビームの高強度レーザーシステム
でも使用可能。用途は高強度レーザーシステム，ビデオプロジェクター装置，光コンピュ
ータ，結合散乱スペクトル計測の実験装置，宇宙天体の関連装置など。

■レーザーリークテスター「Lasersafer」

三田技研㈲ TEL&FAX 04-7146-1353
http://www.mitagiken.co.jp

■三田技研は，レーザー装置からの漏れ光やワークからの散乱光が JISのクラス1の基準におさまってい
ることを確認できるツール「Lasersafer」を発売した。波長400 nm～1100 nmのCW（連続発振）レーザー，
もしくは繰返し周波数が1 kHz以上で規則的な発振をするパルスレーザーに対応する。ソフトウエアに
レーザーのパラメータを入力するとクラス1の上限値が算出され，専用の光学系とトレーサブルなパワ
ーメータで構成される無線プローブで測定した値の最大値がPCに記録されて上限値と比較される。従来
必要とされていた JIS規格の勉強や測定光学系の製作の手間が大幅に減り，すぐに測定することができ
る。レーザー加工機等のレーザー機器の安全検査及びレーザーを使用する現場の安全確認に適している。

OPTRONICS（2016）No.7 179



roducts        nformationP I

■�UCシリーズ固定焦点レンズ

エドモンド・オプティクス・ジャパン㈱ 営業部
TEL 03-3944-6210　FAX 03-3944-6211
E-mail: catalog@edmundoptics.jp
http://www.edmundoptics.jp

■エドモンド・オプティクス・ジャパンは，2.2 μm以下のピクセルサイズ用にデザインされた
UCシリーズ固定焦点レンズの販売を開始した。センサー全面にわたり200本 /mmを超える高
い解像力性能を有する。4 mmから 25 mmまでの 5種類の焦点距離タイプをラインナップ。
1/2.5型センサー用に光学設計を最適化しているが，多くの焦点距離タイプが最大1/1.8型まで
のセンサーサイズに対応する。また，すべてのCマウントカメラに対応しているため，インテ
グレーションも容易。さらにピント調整リングと絞りリングを装備し，リング位置固定用のロ
ックねじも採用している。FAや検査，生体計測を含む様々なアプリケーションに適している。

■�YAG-BBARマルチコート付き�
アクロマティックレンズ

エドモンド・オプティクス・ジャパン㈱ 営業部
TEL 03-3944-6210　FAX 03-3944-6211
E-mail: catalog@edmundoptics.jp
http://www.edmundoptics.jp

■エドモンド・オプティクス・ジャパンは，光学特性の異なる2枚のレンズを接合し，エアスペース構成の集光
ダブレットレンズに対する低コストソリューションを提供する，YAG-BBARマルチコート付きアクロマティッ
クレンズの販売を開始した。直径6.25～25 mm，焦点距離12.5～200 mmの12種類をラインナップ。硝材に
N-BK7/N-SF5を採用。500～1100 nmにおいて最大の透過率を実現する広帯域反射防止 （BBAR） 膜が施されてい
る。40－20の表面品質（キズ―ブツ）を備え，532 nmと1064 nmにおいてR <0.25％（一面当たり）の絶対反射
率が得られるように最適化されている。500～1100 nmの波長内で発光する多色照明の集光スポットサイズ最小
化用に特にデザインされており，アライメント用可視ビームを併用したNd:YAGレーザーシステムの集光に最適。

■�ハイパースペクトルカメラ「Pika L」

ケイエルブイ㈱ 営業部
TEL 03-3258-1238　FAX 03-3258-5689
E-mail: toiawase@klv.co.jp

■ケイエルブイは，小型・軽量・低価格で様々な測定ニーズに対応する米国RESONON社
製のハイパースペクトルカメラ「Pika L」の販売を開始した。ベンチトップ，フィールド，
工業製品，航空機踏査アプリケーションのために開発されたハイパースペクトルカメラで，
重量が従来機種の1.3 kgから半分以下となる0.6 kg（カメラ単体）となり，ドローンへの搭
載が容易。また内部機構の改良により，小型軽量化と性能の向上を両立。画素数は30％，
撮影速度は20％上昇した。波長範囲は従来モデルの400－900 nmから400－1000 nmに拡大。
最大フレームレートは187 fps，寸法は10×12.5×5.3 cm。

■�4K@60（4:4:4），HDCP2.2対応 HDMI�
ネットワーク延長器「IP-NINJARシリーズ」

㈱アイ・ディ・ケイ 営業部
TEL 046-200-0764
E-mail: info@idk.co.jp
http://www.idk.co.jp/

■アイ・ディ・ケイは高解像度映像伝送の IP化を可能にする4K@60（4:4:4），HDCP2.2対
応 HDMIネットワーク延長器「NJR-T01UHD/NJR-R01UHD」，さらに専用コントロールボ
ックスの「NJR-CTB」の販売を2016年8月より開始，また，HDMI 4系統ネットワーク延
長器「NJR-T04HD/NJR-R04HD」の販売を2017年1月より開始する。NJR-01UHDはHDMI

信号を光ファイバーケーブルでの長距離伝送はもちろん，従来必要とされたスイッチャや
分配器などを使用せず延長，マトリクススイッチ，ビデオウォールなどが可能になる。
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■�イントラキャビティ�
Nd:YLFグリーンレーザー「DS527」

フォトニクス・インダストリーズ㈱ 担当：桜沢明優
TEL 03-6423-1805　FAX 03-6423-1806
E-mail: asakurazawa@photonix.com
http://www.photonix.com

■フォトニクス・インダストリーズは，高効率Qスイッチ，イントラキャビティNd:YLFグリ
ーンレーザー「DS527」を開発，販売を行なっている。シングルモード（TEM

00
）で，エネルギ

ーは35 mJ@1 KHz，平均出力60 W@3 KHz，繰り返し10 KHz（シングルショット）の仕様。こ
の高パルスエネルギーはDS527のデュアルヘッドを用いることで70 mJに引き上げる事ができ，
チタンサファイアレーザーのポンプ光やPIV，LIDAR，ダイアモンドスクライビング，セラミ
クスやSiCの切断，ドリリング，新しいソーラーセル加工などの用途に用いることができる。
UV域では351 nm，シングルモード（TEM

00
）にて20 mJを得られるモデルを現在開発中という。

■�ピコ秒レーザー「RGH-1064-70」

フォトニクス・インダストリーズ㈱ 担当：桜沢明優
TEL 03-6423-1805　FAX 03-6423-1806
E-mail: asakurazawa@photonix.com
http://www.photonix.com

■フォトニクス・インダストリーズは産業分野向けの小型ピコ秒レーザ「RGH-1064-70」の販売
を行なっている。統括的なパルスコントロール機能を持ち，バーストモードも使用できる。繰り
返し周波数（シングルショットから8 MHzまで），出力，パルスエネルギーが調整可能。700 uJま
での高エネルギーが得られ，オールインワンパッケージ設計のため，従来別置きだったコントロ
ーラ，電源，アンビリカルケーブルの設置を無くし，信頼性を向上させた。ガラス，サファイア，
セラミクスの切断や金属の彫刻，マーキング，フィルム除去，LEDのダイシングなどに適している。
パルス幅： <15 ps（オプションにて20-100 ps対応），ビーム品質：M2<1.3の仕様となっている。

■�高温・高速・近赤外サーモグラフィ�
「PI 1Mシリーズ」

㈱アルゴ 担当：前田亜沙子
TEL 06-6339-3366　FAX 06-6339-3365
E-mail: a.maeda@argocorp.com
http://www.argocorp.com

■アルゴはドイツOptris社の，450℃～1800℃の温度域を最速1000 fpsで撮影可能なサーモ
グラフィ「PI 1Mシリーズ」を取り扱っている。近赤外領域の波長を利用しているため，
ガラス窓を通して被写体の温度測定が可能。日本語対応したビューワーソフトが付属して
おり，録画やアラーム出力，温度の時間変化のグラフ化等が可能。また小型で IP67対応，
全ピクセルの温度データを取得可能なSDKが付属しているため，装置組込みにも利用でき
る。

■�低価格・小型・VGA解像度サーモグラフィ
「PI640シリーズ」

㈱アルゴ 担当：前田亜沙子
TEL 06-6339-3366　FAX 06-6339-3365
E-mail: a.maeda@argocorp.com
http://www.argocorp.com

■アルゴはドイツ・Optris社の，VGA＋低価格＋小型を実現した赤外線サーモグラフィ
「PI640シリーズ」を取り扱っている。USBケーブル1本の簡単接続で–20℃～900℃の温度
分布を可視化できる。日本語対応したビューワーソフトが付属しており，録画やアラーム
出力，温度の時間変化のグラフ化等が可能。また，小型で IP67対応，SDKが付属している
ため，装置組込みにも利用できる。
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